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お

詫

び

一
月
町
報
で
藤
林
セ
ン
サ
ス
の

本
町
淵
売
買
を
お
し
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
茨
の
方
の
氏
名
が
脇
机
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

追
記
し
ま
す
。一－読

中
学
校
防
音
改

第

一

期

ー
ー
・
岡
崎
工
業
（
八
幡
）
が
落
札
　
－

既
轍
の
と
お
り
、
遠
賀
中
学
校
で
は

校
舎
の
防
膏
改
築
が
決
定
し
、
空
期

工
密
が
い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
一
万
十
八
田
役
場
に
お
い
て
入
札

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
八
幡
区
の
岡
雌

工
業
株
式
会
社
が
二
、
三
〇
〇
万
周
で

溶
札
決
定
、
一
月
二
王
へ
川
に
は
起
工

式
が
行
わ
れ
二
一
月
三
上
言
ま
で
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
語
鯉
1
2
教
室

（
約
四
八
〇
坪
）
の
主
体
工
事
を
完
了

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
崎
工
業
と
し
て
も
技
術
陣
を
軸
］

し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め
、
地
色

す
で
に
杭
打
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ

イ
ル
）
を
完
了
し
工
事
は
頗
軸
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
　
（
現
況
雪
共
襟
破
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

こ
の
た
び
遊
資
町
に
お
け
る
大
観
擁

護
蕾
と
し
て
、
次
の
方
が
縮
刷
三
十

九
年
十
二
月
十
五
日
付
を
以
っ
て
、
法

務
大
臣
よ
り
糞
晒
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
大
鏡
饗
葉
書
の
使
命
、
職

務
も
併
せ
て
御
紹
介
し
ま
す
の
で
、
人

権
問
題
で
お
関
り
の
方
は
、
ど
相
談
下

さい。人
権
擁
護
表
出
住
所
氏
名

遠
賀
町
滝
本
　
矢
野
　
定
岳

（
誘
員
の
使
命
）

第
二
衆
人
極
繋
案
竃
は
、
国
民
の

基
本
的
入
線
が
佼
犯
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
っ
に
監
親
し
、
若
し
、
こ
れ

が
伎
犯
さ
れ
た
簸
会
に
は
、
そ
の
救

済
の
た
め
、
す
み
や
か
に
適
切
な
処

韻
を
採
る
と
と
も
に
、
篤
に
自
由
人

権
田
憲
の
普
及
高
毅
に
努
め
る
こ
と

奮
っ
て
使
命
と
す
る
。

（
黍
櫨
の
職
務
）

第
±
条
　
人
権
響
案
雷
の
職
務
は

左
の
通
り
と
す
る
。

一
、
日
山
人
施
由
憲
に
関
す
る
絡
も

う
及
び
冨
－
伝
を
な
す
こ
と
。

二
、
度
間
に
お
け
る
人
櫛
凝
護
遊
動

の
助
長
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
人
紘
侵
犯
班
件
に
つ
き
そ
の

救
済
の
た
め
、
調
布
及
び
硝
減
の

収
集
を
な
し
、
渋
孫
大
臣
へ
の
温

室
関
係
機
関
へ
の
勧
告
等
調
切

な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
。

囲
、
貧
困
者
に
対
し
高
松
援
助
そ
の

他
そ
の
人
旅
擁
護
の
た
め
適
切
な

救
済
方
法
素
副
す
る
こ
と
。

弄
、
そ
の
他
人
格
の
擁
灘
に
努
め
る

こと。

（
以
上
大
筋
概
護
を
買
法
抜
群
）

橋
梁
重
量
制
限
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
町
道
の
一
部
橋
梁
に
き

橋
桁
折
恕
寸
の
た
め
、
応
急
繍
薯
し

て
い
ま
す
の
で
、
左
記
路
線
橋
螺
に
対

し
て
当
分
の
聞
直
推
制
限
を
行
い
ま
す

町
民
各
位
に
は
大
変
御
迷
惑
と
思
い

ま
す
が
、
し
ほ
う
＼
の
間
御
幸
縫
下
さ

る
よ
っ
、
お
願
い
労
々
お
知
ら
せ
し
ま

す。一
、
韓
線
名
　
山
手
線

裁
∴
新
　
大
学
尾
峰
子
日
華

制
限
垂
韮
∴
3
屯

二
、
路
線
名
　
別
府
－
士
別
薙
線

場
　
所
∴
∴
大
字
別
栢
′
寸
繭

（
同
家
幸
／
フ
棚
橋
巻

制
限
重
量
∴
2
直

三
、
路
線
名
∴
駅
前
旧
棚
道

場
　
所
　
太
秦
「
高
雄
宇
浦
川

（
安
永
草
葉
居
的
橋
梁
及

井
上
稲
生
両
前
橋
梁
）

制
限
重
量
∴
3
高

田
、
銘
線
名
∴
浅
水
－
毛
皮
紋

場
　
所
　
大
字
成
木
子
三
反
田

制
限
弟
最
－
5
屯

な
お
、
制
限
描
線
に
は
立
札
に
よ
り
蓑

一
点
老
し
て
お
り
ま
す
の
で
印
し
凍
え
ま

す。



昭
和
伸
年
度
的
厩
務
県
民
説
の

申

告

に

つ

い

て

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

①
提
出
期
限
及
塑
出
場
所

3
月
柳
臼
ま
で
　
役
場
税
務
係

3
月
1
5
日
ま
で
な
ら
ば
、
こ
の

町
、
県
民
税
の
申
告
書
に
限
り
都

窪
長
に
提
出
さ
れ
て
も
稔
秘
で
す

が
、
謀
議
れ
や
添
付
蜜
類
に
不

備
の
な
い
よ
う
に
注
窓
下
さ
い
。

②
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

間
和
4
0
年
1
月
1
円
規
程
当
町
に
住

柴
巌
及
び
配
給
登
録
簿
の
有
無
を

問
わ
ず
住
所
（
生
活
の
本
拠
）
が
あ

り
、
航
和
3
9
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
郷
が
9
万
円
以
上
あ
る
人
は
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
9
万
円
以
下
で
も
申
告
疎
の
送
付

を
発
け
た
人
は
申
告
を
し
て
い
た
だ

きます。）

③
町
県
民
税
は
…
…
前
年
の
所

得
（
醐
和
約
年
1
月
1
串
か
ら
1
2
月

3
1
日
ま
で
の
1
年
間
に
得
た
所
得
）

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
約
年

中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
下
さ
い
。

④
所
得
と
は
・
…
昨
年
1
年
間
に

あ
げ
た
収
入
金
額
か
ら
、
そ
の
収
入

を
あ
げ
る
為
の
必
婆
な
熊
鎖
（
生
活

境
は
含
み
ま
せ
ん
）

を
差
引
い
た
も
の
で
す
。

⑤
給
与
所
得
者
で
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

給
与
所
得
者
は
連
館
の
甥
合
申
告
を

す
る
必
製
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

よ
う
な
特
別
の
人
は
、
申
告
を
し
な
（

け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
　
給
与
所
得
の
他
に
地
代
、
家
賃

配
当
腱
薬
、
営
巣
、
恩
給
、
退

職
新
緑
な
ど
の
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
人

（
注
）
所
得
税
の
穐
定
由
佳
で
は
、

こ
れ
ち
の
給
与
以
外
の
所
得
が
5

万
m
以
下
で
あ
れ
は
翌
日
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
東
税
に

つ
い
て
は
、
5
万
円
以
下
で
も
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
　
本
年
1
月
1
日
現
在
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
拗
務
先

よ
り
当
町
役
場
に
給
与
支
払
報
告

書
の
攫
出
の
な
い
人
。

（
給
萎
払
報
告
の
提
出
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
の
給
与
担

当
者
に
お
埠
ね
下
さ
い
。
）

の
　
昭
和
の
年
の
中
途
就
職
し
、
前

職
で
所
与
所
得
の
あ
る
人
で
所
得

税
の
年
未
調
整
を
受
け
て
い
な
い

人。
㈲
　
昭
和
3
9
年
車
に
給
与
所
得
の
あ

る
人
で
昭
和
謁
年
中
に
退
職
し
た

人。
㈱
　
雑
損
控
除
や
匪
襲
控
除
を
受

け
よ
っ
と
す
る
人
。

⑧
申
告
書
の
送
付
を
受
け
て

申
告
義
務
の
な
い
人

㈲
∴
学
生
、
未
成
年
、
軽
食
暑
、
寡

婦
、
老
年
者
（
6
5
才
以
上
）
友
は

昭
和
5
0
年
中
の
所
得
金
額
が
わ
ず

か
の
た
め
申
告
義
務
の
な
い
場
合

で
も
そ
の
理
由
を
典
体
的
に
記

入
の
上
税
務
担
当
者
に
提
出
下
さ

㈲
　
転
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
関

係
者
に
お
い
て
お
知
ら
せ
下
き
い

⑦
申
告
書
の
送
筒
を
受
け
て

い
な
い
が
由
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

該
当
蜜
は
役
甥
税
務
係
に
調
薬
の

上
申
管
下
さ
い
。

③
わ
か
ら
な
い
と
き

申
告
擬
の
葺
き
方
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
税
務
担
当
者

に
お
館
ね
下
さ
い
。

な
お
、
お
専
ね
に
な
る
晴
は
即
答

藩
に
は
住
所
、
氏
名
、
坐
年
月
日
、

扶
養
控
除
欄
等
の
わ
か
る
範
囲
は
必

ず
記
入
し
必
要
密
類
を
持
参
下
さ
い

⑤
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て

申
告
蔀
は
、
博
帯
別
に
取
り
ま
と

め
て
、
申
告
義
務
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
送
付

を
受
け
た
人
が
単
な
る
名
優
人
（
特

に
繋
所
得
の
場
合
な
ど
注
意
の
こ

と
）
等
で
あ
る
場
合
は
間
違
い
で
す

か
ら
実
際
の
所
得
者
で
申
告
し
て
下

さい。

①
申
告
期
限

の
所
得
税
の
確
定
申
告

3
月
⊥
5
日
（
月
）
ま
で

㈲
北
東
税
の
申
告

3
月
柳
田
（
土
）
ま
で

②
遠
賛
町
役
場
で
の
受
付
日

時本
町
役
場
で
若
松
税
務
客
、
喧
方

財
務
事
務
所
係
官
来
庁
の
上
所
得
税

の
確
定
申
告
、
悲
露
の
申
告
及
び

個
人
の
町
県
民
税
申
告
を
左
記
H
噂

に
共
同
受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
当
日
は
、
会
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
申
告
擬
の
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
塞
護
号
綱
は
も
ち
ろ
ん
、

裏
面
の
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
欄

の
氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
は
必
ず

記
入
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

下
さ
い
。

0
　
退
職
所
得
に
つ
い
て
も
回
と
同

機
で
す
。

④
確
定
申
告
を
す
れ
ば
稜
金

が
戻
る
人

の
　
昭
和
約
年
中
の
配
当
や
頗
稀
料

な
ど
の
収
入
が
少
な
く
、
そ
の
ほ

か
の
葱
も
多
く
な
い
人
。

㊤
　
給
与
所
得
や
、
退
職
所
得
の
あ

る
人
で
継
親
控
除
、
匪
饗
挫
除

又
は
輩
的
金
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
。

い
　
給
与
所
得
者
で
瑠
和
約
年
の
中

途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
、
年
末
胡
駿
を
受
け

な
か
っ
た
人
。

㊤
　
予
走
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、

申
告
納
税
額
が
予
定
納
税
敏
よ
り

④
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

の
∴
開
和
3
9
年
中
の
所
得
金
紙
が
、

「
一
一
七
、
五
〇
〇
円
＋
配
偶
諾

控
除
額
＋
薯
整
除
空
よ
り
多

い
人
は
碧
己
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。

㈲
∴
給
与
新
穂
の
み
の
所
得
諸
は
、

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が

特
別
の
人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
申
告
書
の
送
付
を

受
け
て
い
な
い
人
で
、
申
告
の
必

要
が
あ
る
と
患
わ
れ
る
人
は
、
役

場
税
務
担
当
者
に
や
圏
に
お
事
ね

0
印
は
受
付
日

少
な
い
人
。

⑧
審
議
税
の
申
告
書
の
送
付

に
つ
い
て

昨
年
ま
で
は
事
業
税
の
聖
霊
の

送
付
を
受
け
て
い
て
今
年
は
受
け
て

い
な
い
人
で
、
瑠
和
3
9
年
中
の
所
持

額
が
、
醐
和
3
8
華
中
の
所
得
額
よ
り

多
く
な
っ
た
人
は
、
申
告
の
必
霞
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
役
場
税

務
係
に
お
た
ず
ね
ト
さ
い
。

確
固



喜連÷垂墓墓手車
町長の織田を受ける各分団機械班（上）　機械班の放水拭験（下）
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遠
賀
保
健
所
成
人
病
健
康
診
断
の
開
始
に
つ
い
て

壷
門
保
健
所
で
は
、
永
い
闘
成
人
病

捷
葉
綿
を
休
診
し
て
お
り
ま
し
た
が

去
る
1
月
2
2
日
か
ら
左
記
に
よ
り
輯
関

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
一
人

で
も
多
く
受
診
さ
れ
ま
す
様
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

0
0
才
以
上
の
方
及
び
諦
観
者

、
検
診
項
目
及
料
金

の
検
尿
（
激
、
蛋
白
）
　
三
十
日

の
　
血
圧
測
定
　
　
　
　
十
円

の
∴
紫
斑
計
　
　
　
　
　
十
円

以
上
を
検
査
し
て
揺
怒
援
護
の
必
嬰

の
方
は
左
記
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

Te

、

栖

訪

日

　

　

　

　

　

　

　

　

2

毎
週
㌫
離
日
午
前
9
時
か
ら
Ⅱ
晦
ま
　
3

で
受
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

心
種
蘭
　
　
　
　
三
百
円

眼
底
検
査
　
　
　
二
百
山

田
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
二
百
十
三
円

検
尿
（
定
撫
）
　
　
六
十
m

一
、
該
当
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

先
天
牲
心
臓
疾
患
児
童
に
対
す
る

育
成
医
演
の
給
付
に
つ
い
て

郷
土
訪
問
遊
覧
飛
行
の

帝
聾
者
募
集
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
東
洋
観
光
桂
に
お
い
て

左
記
要
綱
に
よ
り
、
郷
土
訪
問
遊
龍
雄

行
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
、
3
月
2
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
相
談
係
苑
申
込
み
下
さ
い
。

郷
土
誌
聞
飛
行
婆
約

一
、
実
施
日

関
知
4
0
年
4
月
8
日
（
木
）

（雨天順延）

一
、
集
合
地
出
発
暗
闘

午
前
7
瞳
3
0
分
∴
地
質
町
役
場
剛

（
バ
ス
に
て
稜
線
送
迎
）

「
飛
行
閲
始
　
年
前
9
時

一
、
飛
行
コ
ー
ス

小
舟
空
港
－
逮
質
町
上
空

約
5
0
分

一
、
凧
－
食

会
社
に
て
準
備
親
行
に
つ
き
本
要

一
、
擬
製
大
凧

五
十
名
－
五
直
奏
垣

「
総
料
金l
大
半
　
2
、
3
0
0
円
也
（
兼

行
代
、
ハ
ス
代
、
保
険
料
、
弁
当

代
一
切
含
む
）

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
般
厚
生

省
よ
り
通
運
が
あ
り
、
福
岡
線
に
お
い

て
も
闘
和
約
年
度
か
ら
給
付
実
施
の
予

定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
甥
住
民
課
僚
健

保
ま
で
お
申
し
植
下
さ
い
。

1
　
対
象
疾
患

対
象
と
す
べ
き
疾
患
は
、
先
天
性

心
臓
痍
塞
C
あ
っ
て
手
術
に
よ
り
将

来
笠
能
力
を
得
る
見
込
の
あ
る
も

の
に
限
る
こ
と
（
粒
緯
検
査
は
除

く
）
後
天
性
心
臓
疾
患
及
び
先
天
性

疾
患
で
あ
っ
て
牟
い
わ
ゆ
る
内
科

的
治
療
の
み
の
も
の
は
除
く
こ
と
。

2
　
度
暁
の
給
付

ア
　
先
天
性
心
臓
疾
患
の
児
蓬
に
対

す
る
請
蔑
医
療
給
付
は
現
在
育
成

匿
療
指
定
医
療
機
関
と
し
そ
の
機

る。
イ
　
本
給
付
に
つ
い
て
は
粍
密
検
査

終
了
後
手
術
を
要
す
る
児
誰
と
す

る。

3
　
給
付
期
間

当
該
陸
簾
に
係
る
入
院
治
療
に
つ

い
て
、
お
お
む
ね
3
ケ
月
と
す
る
。

た
だ
し
遁
暖
治
療
は
当
分
は
認
め
な

4
　
現
在
心
臓
疾
患
の
手
術
を
行
っ
て

い
る
匪
棟
機
関

〇
九
州
大
学
匪
学
部
附
脱
稿
院

○
久
留
米
大
学
匪
学
郵
附
属
病
院

○
国
立
福
岡
中
央
病
院

〇
九
州
厚
生
年
金
綺
麗

5
　
そ
の
他

申
柏
繋
領
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
住
民
課
俵
健
保
に
御
尋

遠
賀
町
消
防
団

出
初
式
挙
行
さ
る

遠
賀
町
消
防
固
出
初
式
は
、
去
る
1

月
1
0
日
年
商
9
時
よ
り
、
役
場
喋
の
埋

立
地
に
お
い
て
、
消
防
団
呂
一
五
〇
名

が
出
動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
団
円
は

終
始
キ
ヒ
キ
ヒ
し
た
動
作
で
、
分
列
行

進
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
搬
法
等
の
訓

練
を
展
開
し
、
最
後
に
各
分
間
機
巌
流

に
よ
る
放
水
演
習
が
あ
り
無
坤
出
初
式

を
終
了
し
た
。

役
場
條
鯉
係
で
は
三
一
月
中
旬
に
、

町
内
各
部
塔
の
公
民
細
君
巡
画
し
て
成

人
病
の
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

検
診
内
容
は
、
血
圧
、
検
尿
、
紫
斑
そ

の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
加
入

者
に
つ
い
て
は
無
料
で
実
施
し
、
そ
の

他
は
凝
結
料
と
し
て
五
十
円
徴
収
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
巡
回
日
程
に
つ
い
て
は
、
保

健
所
と
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
後
日

回
耽
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

食
品
、
給
食
、
水
道
関
係
者

の
定
規
検
便
に
つ
い
て

食
談
亮
従
事
努
、
給
食
及
び
水
道

関
鮪
諸
の
二
月
分
定
期
検
便
が
左
紀
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
者

ね
ず
み
が
食
糧
煙
作
物
そ
の
ー
他
、
経

済
的
な
損
富
を
与
え
、
赤
痢
や
食
中
毒

な
ど
の
各
種
の
病
気
を
媒
介
す
る
等
多

大
の
被
害
を
与
え
て
い
る
の
に
か
ん
が

み
螺
下
一
発
ね
ず
み
駆
除
運
動
が
去
る

二
月
一
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
捕
獲
し
た
ね
ず
み
一

匹
に
つ
き
一
枚
の
「
ね
ず
み
の
く
じ
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ね
ず
み
の

体
の
一
郭
を
役
場
保
健
俵
ま
で
持
参
下

さ
い
、
繭
当
せ
ん
番
に
は
敢
品
と
し
て

テ
レ
ビ
他
多
数
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

ほ
ど
協
力
下
さ
い
。

一
、
白
幡
一
一
月
二
四
日
H
的
～
1
2
時

一
、
場
所
　
役
場
会
議
室

一
、
料
金
一
作
に
つ
き
ハ
十
円

職
　
員
　
異
　
動

左
記
の
通
り
町
役
境
賊
偶
の
異
動
発

令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ち
せ
し
ま

す。

退
∴
職
（
元
経
済
課
長
）
石
松
託
入

明
3
9
・
1
2
・
3
1
付

続
演
課
長
護
国
尊
係
長
　
舛
湊
正
美

朋
伽
・
1
・
1
付
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今
月
は
、
固
定
資
産
稜
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

納
期
限
　
二
月
二
十
五
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

福
岡
県
後
保
護
指
導
所

入
所
生
募
集
に
つ
い
て

福
岡
県
後
保
護
指
璃
所
（
細
岡
螺
鮪

庸
郡
′
裏
町
）
で
は
結
核
同
後
者
の
職

業
訓
練
生
を
竃
の
通
り
幕
無
し
て
い

ま
す
。
入
所
希
望
者
は
手
続
等
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
侠
鯉
旅
ま
で
刷

〈宣下さい。

「
離
藁
科
百

科
、
群
雄
科

一
、
募
集
期
間

一
、
撰
集
人
員

一
、
人
所
期
由

一
、
入
所
期
間

語
気
科
、
踏
雪
印
刷

二
月
一
目
～
間
引
一

三
十
五
名

四
月
上
旬

一
カ
年

伽
修
了
者
は
缶
用
就
職
し
て
い
ま
す

i

“

i

i

。

I

I

l

I

，

’

S

J

T

－

●

▲

〃

▼

●

－

▲

T

i

i

i

がんお瓢農

町
有
地

遠
賞
町
で
は
、
こ
の
た
び
右
記
町
有

地
（
宅
地
）
を
分
融
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
住
宅
及
び
店
舗
に
最
適
（
上
水
道

施
設
可
能
地
）

「
場
所
∴
遼
僚
町
天
空
岩
高

一
、
交
通
機
関

商
銀
窒
未
練
古
村
駅
よ
り
維
捗
約

分
譲

10分
西
鉄
ハ
ス
、
更
生
沌
辞
斬
新
よ
り

徒
歩
約
5
分

一
、
分
適
地
区
間
数
　
1
0
壁
画

「
高
嶺
　
1
区
画
約
一
〇
〇
坪

「
i
諾
方
法
一
般
競
走
入
札
に
よ

る

「
亮
雄
の
時
期
　
3
月
下
旬
の
予
定

畜
産
技
術
練
習
生
募
集
に
つ
い
て

福
岡
県
諦
産
投
稿
邑
譲
筋
で
は
、

寵
産
の
経
営
或
は
治
導
の
第
一
線
に
活

動
す
る
授
締
着
委
譲
す
る
と
箕
に
本

県
畜
産
の
生
産
向
上
を
期
す
る
た
め
に

左
記
襲
領
で
諸
種
接
術
練
習
坐
姦
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
奮
義
は
応
摸
さ

れ
る
よ
っ
お
し
ら
宜
し
ま
す
。

記

募

集

要

領

1
　
募
集
大
畠
　
十
五
名
以
内

2
　
入
所
資
濫

用
　
新
郷
商
等
学
校
卒
発
着
（
酷
刑

畑
年
季
薬
見
込
を
含
む
）

㈲
　
新
郷
中
学
核
卒
業
後
3
年
以
上

蕎
産
の
実
務
に
従
辞
し
た
著

㈲
∴
用
と
幅
等
以
上
の
学
力
案
す

る
も
の
、
ま
た
は
特
に
新
興
が
適

当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の

3
　
入
所
試
験

用
　
方
法
継
記
試
験
お
よ
び
口
頭
試
問
と

し
筆
記
試
験
は
襲
一
般
お
よ
び

諮
窪
に
関
す
る
帯
織
に
つ
い
て
行

う。
㈲
∴
幽
時
昭
和
幼
年
3
月
2
5
日
（
木
）

軍
記
試
験
　
1
0
時
－
臓
晦

口
頭
浅
間
　
1
3
時
か
ら

㈲
∴
場
所
細
岡
県
種
畜
坊

4
∴
受
験
手
続
お
よ
碧
希
期
限

の
　
受
験
申
込
の
方
法

入
所
胴
藩
に
浜
の
雷
蝕
を
湊
え

県
櫛
需
域
へ
拠
出
す
る
こ
と
。

A
沌
膳
犠
　
B
戸
籍
抄
本

C
最
終
学
校
の
卒
業
（
妃
込
）

証
明
草
堂
質
成
績
証
明
”
i
㌣
お

よ
び
埋
け
証
明
吾
　
D
緋
樋
出

切
喜
　
E
写
真
（
6
ケ
月
以
内

に
妓
形
し
た
上
草
城
、
脱
桐
、

正
而
）
手
札
製
1
枚

の
∴
受
付
湖
娘

昭
和
約
年
3
月
2
4
日
（
水
）
ま

5
　
そ
の
他

の
　
修
業
年
限
は
一
ヶ
年
と
し
、
毎

年
1
月
に
始
り
説
車
3
月
に
終

る

∽
∴
練
稲
仕
は
全
日
寄
裾
会
に
入
所

し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

㈲
∴
受
験
料
、
授
業
料
は
不
要
で
あ

る
が
窃
符
合
入
冨
山
の
宿
泊
費

等
は
自
弁
で
あ
る
（
食
壕
は
月

約
四
〇
〇
〇
円
禍
曖
）

・
…
釜
お
、
入
所
胸
、
履
藤
卦
の
様
式
に

つ
い
て
は
役
域
経
済
謹
清
栄
係
に
お

尋
ね
下
さ
い
。

訂
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

一
月
町
報
で
香
典
返
し
の
寄
附
納
札
　
㌫
壱
封
（
社
会
政
商
資
金
）

富
上
げ
ま
し
た
が
、
一
報
に
誤
融
が
∴
∴
∴
上
別
府
∴
牧
　
石
松
英
二
氏

あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
通
り
高
市
致
し
　
　
　
　
喪
主
石
松
信
雄
簸

ます。

記弼一

2
月
（
如
月
）
　
花
暦
（
う
め
）

1
日
∴
成
人
痛
手
院
週
間

（
1
日
～
7
日
）

旧
正
月

拙
分
、
克
ま
き

立
－
巷

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
、
テ
ー

浬
架
会

雨
　
水

中
旬
∴
聞
耳
体
市
大
会
ス
キ
ー
大
会

窮
日
　
金
同
火
災
予
防
運
動

（
2
8
日
～
7
日
）

下
旬
　
フ
ク
ニ
チ
駅
伝

3
月
（
稲
生
）
　
花
暦
（
ま
＼
ら
）

1
日
　
み
と
り
の
週
間
始
ま
る

（
み
ど
り
の
羽
根
募
金
）

3
日
　
桃
の
節
句
、
耳
の
日

5
日
　
旧
初
午

6
日
　
蒋
∴
濾

7
日
　
雄
勝
記
念
日

8
日
　
同
僚
嬬
人
デ
ー

1
4
日
　
大
棚
機
密
翼
面
開
爆

（
約
日
ま
で
大
阪
）


